
主目的 6 28 5

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

農業施設の点検等の適正な管理を行い、施設の円滑な運用を図ることで、農業振興に資す

ることを目的とする。

内容

（手段）

◆24年度実施内容

・農業施設（小木排水機場、樋門等）の点検、管理を行った。

　　 小木排水機場の設備保守管理委託及び電気料金、水道料金の支払い。

　　 樋門等の施設点検料および電気料金、緊急時の操作に係る賃金の支払い。

◆24年度直接経費の内訳

農業施設維持管理人夫賃（1,781千円）

樋門修繕など農業施設修繕１２件、電気・水道料金（5,773千円）

電話回線使用料等（48千円）

排水機場等保守管理委託料ほか３件(3,936千円)

農業用資材購入費(189千円)

排水路等供用負担金ほか2件(3,130千円)

◆25年度直接経費の内訳
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◆25年度直接経費の内訳

農業施設維持管理人夫賃（2,070千円）

樋門修繕など農業施設修繕、電気・水道料金（5,685千円）

電話回線使用料等（59千円）

排水機場等保守管理委託料ほか３件(4,860千円)

パイプライン施設調査等委託料(7,000千円)

農業用資材購入費(250千円)

排水路等供用負担金ほか2件(3,044千円)

財源

県支出金　排水機維持管理事業補助金(1,232千円)

その他　中江川転倒堰維持管理負担金(91千円)
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事業の

達成状況

かんがい期前に点検を実施することにより、かんがい期における各施設の適正な管

理、運用が出来ている。また、定期的に点検、整備を行うことにより、老朽化した施設

の延命にも役立っている。
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事業実施におけ

る課題

農地の宅地化や昨今の気象変化により、樋門操作の重要性が高まっている。また、

農地の宅地化により浸水対策としての樋門管理数が増えてきている。
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一次評価のとおり。

農業を行う上で、農業施設の管理は必須である。事業を廃止すると、施設の操作不

良や早期故障に繋がり、農業に悪影響を及ぼす恐れがある。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持
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強降雨時の対策として管理する樋門について、区長と協議を行い、１増１減とした。
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２６年度以降

の改善案

今後も定期的な点検により施設の延命を図りながら、老朽化施設の改修について計

画的に進めて行く。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

本事業により、各施設の適正な管理・運用がなされており、今後も実施すべきと考え

る。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


